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獺8こう②1

歳入の財源構成

L金　　　　諸収入
416　　　　　　　　　132，335（3．8％）

畢威5年慶まち⑦予算
　　　　　　　　　　　　　　　　総額49億3，204万円

　　　　　　　　　　　　　　東郷町の平成5年度の予算が決まりました。

　　　　　　　　　　　　　一般会計予算総額34億8，500万円、前年度の33億7，000万円を1億

　　　　　　　　　　　　　1，500万円（3．4％）上回りました。

／つ＼
平成5年度会計別予算 〔単位：千円、％〕

会　　　計　　　5年度 4年度 増滅

一般会計 3，485，000 3，370，000 3．4

国民健康保険
幕ﾆ特別会言十

506，000
473．000！7．0　　　　し

老人保険事業
ﾁ　別　会　口唱

547，000 553．1001 △1．1

簡易水道事業
ﾁ　別　会　計

99，300 1　　76．314 30．1

国民健康保険
a．院事業会言卜

294．7441　282，430 4．4

計 1　4．932，044　　　4，754，844 3．7

袈
ψ

　
　
　
聖

グ
ラ
フ
で
見
る
と
：

★主な事業は次のとおりです

ハ
ー
ド
事
業
（
施
設
の

整
備
等
）
で
は
…
…

o
林
業
地
域
総
合
整
備
事
業

　
平
成
二
年
度
か
ら
七
ヶ
年
計
画

で
実
施
し
て
い
る
継
続
事
業
で
、

林
道
滝
下
線
、
庵
光
線
、
瀬
平
～

か
ぎ
谷
線
、
広
瀬
～
ウ
ト
ギ
線
の

開
設
工
事
を
は
じ
め
林
道
の
改
築

改
良
工
事
を
行
な
い
ま
す
。

o
林
業
構
造
改
善
事
業

　
林
道
大
谷
～
山
ノ
ロ
線
の
舗
装
工

事
と
作
業
道
崎
山
線
の
開
設
工
事

重
機
車
両
の
整
備
・
森
林
組
合
へ

の
補
助
金
、
担
い
手
育
成
確
保
検

討
委
員
会
に
対
す
る
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

o
木
材
加
工
団
地
整
備
事
業

　
木
材
の
生
産
量
が
飛
躍
的
に
増

大
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め

生
産
か
ら
加
工
、
流
通
に
至
る
一

体
的
な
国
産
材
供
給
体
制
の
整
備

を
行
な
い
ま
す
。

o
第
三
期
山
中
事
業

　
中
ノ
原
ほ
場
整
備
事
業
に
伴
う
換

地
事
業
、
中
水
流
地
区
簡
易
給
水

施
設
整
備
を
行
な
い
ま
す
．
．

o
牧
水
公
園
整
備
事
業

　
児
童
公
園
の
遊
具
施
設
・
園
路
舗

装
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
場
・
多
目
的
広
場
（
グ
ラ
ウ

ン
ド
）
の
拡
張
と
整
備
を
行
な
い

ま
す
。

o
町
営
住
宅
建
設
事
業

　
町
営
住
宅
鶴
野
内
団
地
の
南
側
に

一
戸
建
て
木
造
平
屋
造
り
住
宅
を

依

存

地方交付税

　し716，000

　　　（49．2％）

金
6
一

入
川
端

繰
哺
に

町税
296，240

、（8．5％）

王
財

源

　ボ

ぎ

その他
219，675

　　　（6．3％）

財

他交付金
　130，401

（3．8％）

一

源

　　　　　　　　　冨：　Il
国庫支出金

259，253

（7．4％

　　　　町債
　　291，600

　　　（8．4％）　県支出金

＼く襟

歳出の性質別構成

義

務

的
　
経
　
費

人件費
760，145

　　（2L8％）

／1投

費
　　普通建設事業費
　　　U38，82｝

　　　（32．7％）　」」■

冨8110

　　その他
＼　322，539

　（9，3％〉　物件費補助賓等

清　　　　　　　　255，814　　295、568

黛響1鍔

　　　　扶助費
236，899

　　　　（6．8％）

公債費
47し766

　（13．5％）

　　　　　。⑤

　　　　　＼
越’

へ
蕊
。
。
．
N
。
。
）

歳出の目的別構成

　
三
戸
建
設
予
定
で
す
．

o
東
郷
中
学
校
大
規
模
改
修

　
　
老
朽
化
し
た
校
舎
と
技
術
棟
を

　
改
修
し
て
、
部
屋
と
技
術
室
の
整

　
備
を
行
な
い
ま
す
。

o
老
人
ホ
ー
ム
修
繕

　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鈴
峰
園
の
雨
漏

　
り
防
止
工
事
等
を
行
な
い
ま
す
、

　
ソ
フ
ト
事
業
（
住
民
福

　
祉
向
上
の
施
策
等
）
で
は
－

O
誕
生
祝
金
の
支
給

。
消
防
団
退
職
功
労
金
の
支
給

○
敬
老
祝
金
の
引
き
上
げ

。
ね
た
き
り
老
人
介
護
手
当
の
引
き

上
げ

。
腎
臓
疾
患
者
に
対
す
る
自
己
負
担

の
全
額
補
助

農林水産業費
　666，469

　（19」％）

／

教育費
353，42

　（102

の他
25，259

（9．4％

‘

総務賀
607，500

　（17，4％

土木費
471，520

　（13．5％

惣／
民生費

589，037

　（16．9％

ノ

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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4月開設
図面平

郷三一　ハ
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＼£ノ

　
高
齢
者
の
も
つ
農
業
生
産
の
知
識
技
術
、
伝
統
工
芸
な
ど
の
技

術
を
生
か
し
、
町
内
に
残
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
地
場
資
源
を
活
用

し
た
竹
細
工
、
わ
ら
細
工
、
木
工
品
、
ま
ゆ
加
工
等
の
技
術
の
伝
承
、

特
産
品
の
開
発
、
商
品
化
、
児
童
・
生
徒
や
農
業
後
継
者
と
の
交

流
な
ど
を
行
な
う
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
健
康
生
活
づ
く
り
の
拠

点
施
設
で
す
。
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施
設
の

主
な
利
用
は
…

○
健
康
増
進
研
修
室

①
健
康
増
進

　
高
齢
者
自
身
が
軽
ス
ポ
ー
ツ
や

　
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
あ
る
い
は
軽

器
具
等
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
・
体
操

を
通
し
て
健
康
維
持
・
増
進
し
て

　
い
く
た
め
に
利
用
し
ま
す
。

②
研
修

　
講
習
・
講
話
を
受
講
し
た
り
、

高
齢
者
学
級
に
よ
る
社
会
能
力
を

高
め
る
研
修
や
映
画
鑑
賞
に
、
ま

た
地
域
の
民
話
・
方
言
等
の
郷
土

史
編
集
や
郷
土
の
史
跡
等
を
発
掘

保
存
し
顕
彰
す
る
史
談
荒
胆
に
も

利
用
し
ま
す
。

○
伝
統
工
芸
伝
承
室

　
農
村
杜
会
が
育
く
ん
で
き
た
民

具
・
農
魚
黒
垂
の
民
俗
資
料
や
工

芸
技
術
（
木
工
・
竹
・
わ
ら
細
工
）

等
を
次
の
世
代
へ
と
継
承
し
て
い

く
作
業
場
と
し
て
利
用
し
ま
す
。

○
和
室

　
町
の
特
産
品
で
あ
る
ま
ゆ
加
工

　
の
技
術
開
発
や
、
手
工
芸
等
の
実

演
、
世
代
間
交
流
の
場
と
し
て
、

ま
た
利
用
者
の
懇
談
や
健
康
管
理

相
談
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
　
開
設
を
待
つ
ば
か
り
の

　
く
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

賄
　　　肖　　　一　げ　　r

籔
襲

　帽
馬一

臨灘

利
用
し
た
い
と
き
の

　
申
し
込
み
は
…

　
役
場
農
政
課
振
興
係
で
受
付
け
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
電
話
で

も
結
構
で
す
。

　
費
⑲
1
2
1
1
1
内
線
㈱
ま
で

　
利
用
が
重
復
し
な
い
よ
う
に
、
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
ち
の

高
齢
者
の
声
は
…

亀
ノ
！

ノ
！

「
、

『監7

町老人クラブ連合会長

若藤寅男さん

　
高
齢
化
社
会
の
夢
と
希
望
の
夜
明

け
を
見
た
よ
う
な
、
誠
に
す
ば
ら
し

い
施
設
で
、
高
齢
者
の
期
待
も
限
り

な
い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
．
．
今

後
こ
の
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
が
よ
ど

み
な
く
高
齢
者
の
健
康
と
生
き
甲
斐

へ
の
利
用
・
活
用
が
で
き
る
こ
と
を

心
か
ら
の
ぞ
み
ま
す
．
．

4ミ＼

r
、
晦
　
・

，1ト

もこ

町老人クラブ会員

都甲アサヱさん

　
と
て
も
立
派
な
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ

ー
が
出
来
た
こ
と
を
と
て
も
喜
ん
で

い
ま
す
。
　
一
人
で
生
活
を
送
る
高
齢

者
た
ち
が
こ
こ
を
利
用
し
て
、
コ
ツ

コ
ツ
と
勉
強
し
て
技
な
ど
を
身
に
つ

け
る
と
毎
日
が
生
き
甲
斐
の
あ
る
日

々
と
し
て
お
く
れ
る
よ
う
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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h
、
、

鴨
う

ど段4

4年度の各種検診について、次のような結果となりました。

、検診を受けるようにしましよう〃
成
年

平
毎

　
健
康
診
・
査
は
、
　
一
、
二
七
四
の
受

診
者
の
う
ち
、
七
九
八
名
（
六
二
・

六
％
）
が
指
導
又
は
病
院
で
の
診
察

が
必
要
で
し
た
．

　
結
核
検
診
は
、
二
、
C
C
八
名
の

受
診
者
の
う
ち
十
一
二
名
（
C
・
六
％
）

が
精
密
検
査
が
必
要
で
し
た
。

　
胃
集
団
検
診
は
、
五
六
七
名
の
う

ち
九
七
名
（
十
七
・
一
％
）
が
精
密

検
査
が
必
要
で
し
た
。

　
婦
人
検
診
は
、
五
一
五
名
の
う
ち

八
名
（
一
・
六
％
）
が
精
密
検
査
が

◎住民基本健康診査

寺迫 福瀬 小野田 鶴野内 迫野内 八重原 田　野 羽　坂 仲深 坪　谷 越　表 下渡川 合　計 受診率

対象者 325 341 200 250 187 71 95 133 l16 228 109 36 2，100

受診者 166 113 141 153 141 35 79 93 102 151 71 29 1，274

60．7

受診率 　　クT1．4’
33．1㌔

70．5 　　’コT9．1
75．4！つ 　　ワS9．39 　　ラW3．2つ 69．9乞 87．9

　　つ二
U6．2 　　ソドド

U5．1
80．6怨

O結核検診
対象者 455 470 294 330 233 88 116 161 195 331 121 40 2，834

受診者 305 277 221 225 153 61 94 124 153 257 99 39 2，008
70．9

受診率 　　2U7．0’
　　ウ．
T8．9’ 　つV5．2つ 　　シU8．2’ 　　ンU5．7’ 　　，U9．3’ 　　ひW1．0ワ 　　5つ

V7．0 　　，V8．5’ 　　クV7．ポ 　　つW1．8。 　　クX7．5告

O胃集団検診
対象者 399 472 304 326 240 100 114 181 164 285 113 36 2，734、

受診者 67 51 67 79 77 14 26 42 47 64 20 13 567
20．7

受診率 　　zP6．8’ 　つP0．80 　　つQ2．0昏 　　7つ
Q4．2 　　ひR2．r 　　クP4．0’ 　　5つ

Q2．8
　　，ラ
Q3．2 　　ウQ8．75

22．5㌧ 17．7％ 　　，つ
R6．1

◎婦人検診
対象者 266 313 226 220 136 64 66 121 128 214 81 22 1，857

受診者 85 83 80 57 35 12 18 37 34 38 25 11 5151
27．7

受診率
　　oド
R2．0〃 　　クQ6．5り 　　クR5．4‘ 　　クQ5．9’ 　　，Q5．76 　　2P8．8’ 　　ワQ7．3う 30．6ち 　　ク0

Q6．6 　つP7．8ウ 　　9R0．9σ 　　，T0．0つ

◎大腸ガン検診
対象者 432 526 366 359 254 107 124 210 216 392 140 39 3，165

受診者 116 109 152 143 90 13 75 88 76 94 56 33 1，045

33．0

受診率
　　ウQ6．9つ 20．プ7 　　クS1．5’

39．8㌔ 35．4乞 12．1％ 60．5％ 41．9乞 35．2％ 　　ワQ4．0二 　　クS0．0’
84．6％

必
要
で
し
た
。

　
大
腸
ガ
ン
検
診
は
、
本
年
度
か
ら

は
じ
め
ま
し
た
が
、
一
、
〇
四
五
人

の
う
ち
四
六
名
（
四
・
四
％
）
が
精

密
検
査
が
必
要
で
「
ガ
ン
」
で
診
断

さ
れ
手
術
さ
れ
た
方
が
数
名
お
ら
れ

た
よ
う
で
す
。

『
検
診
は
、
転
ば
ぬ
先
の
杖
』
必
ず

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
※
対
象
者
等
は
老
人
保
健
事
業
の

対
象
者
で
四
十
才
以
上
（
婦
人
検
診

は
三
十
才
）
の
者
で
会
社
等
で
受
診

さ
れ
る
方
を
除
い
て
あ
り
ま
す
。

「
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
」

が
診
療
開
始

　
日
向
・
入
郷
地
域
に
お
い
て
は
、

耳
鼻
い
ん
こ
う
科
の
診
療
所
が
一
施

設
し
か
な
い
た
め
、
か
ね
て
よ
り
そ

の
整
備
充
実
が
要
望
さ
れ
て
い
ま
し

た
．
．
こ
の
た
め
、
済
生
会
日
向
病
院

に
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
が
設
置
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
診
療
開
始
は
、
四
月
一
日
（
木
）

か
ら
の
予
定
で
す
。

．
巴

＝
　

さ

0

ワ
リ

「
璽

　
小
作
料
は
原
則
的
に
は
賃
貸
借
当

事
者
間
で
自
由
に
契
約
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
が
、
貸
し
手
と
借
り
手

で
利
害
関
係
が
対
立
す
る
小
作
料
に

つ
い
て
は
全
く
自
由
に
し
て
し
ま
う

と
話
し
が
ま
と
ま
り
に
く
い
し
、
紛

争
の
も
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

農
業
委
員
会
が
そ
の
区
域
内
の
農
地

に
つ
い
て
自
然
的
条
件
、
利
用
上
の

条
件
に
応
じ
て
借
り
手
の
農
業
経
営

の
安
定
を
図
る
こ
と
を
旨
と
し
て
小

作
料
の
標
準
額
を
定
め
、
そ
れ
を
目

安
と
し
て
賃
貸
借
当
事
者
間
で
小
作

料
を
定
め
て
も
ら
う
こ
と
を
狙
い
と

し
て
い
ま
す
。

　
本
町
の
標
準
小
作
料
は
、
平
成
元

年
度
に
改
訂
さ
れ
て
お
り
、
農
地
の

区
分
は
主
た
る
作
物
を
水
稲
と
し
て

ピど

山
賊

＠

設
定
し
、
今
回
の
改
訂
も
前
回
と
同

じ
区
分
で
行
な
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

当
事
者
間
の
契
約
の
目
安
と
し
て
く

だ
さ
い
。

（
農
地
の
区
分
及
び
標
準
小
作
料
）

下
田

中
田

上
田

農
1
也
の
区

分

ノ曳 一
四

二
q

標
準

○
○
○

○
O
C

○
○
○

小
作

円 円 円 料

量
＿三． 豊 10

キ 究キー キ a

ロ
グ
ラ
ム
以
下

キロ

鴻O
Oラ｝フム

�　1

口
2
フ
ム
1
以
i
目
上

当
り
収
璽
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明るい選挙、

　　愈
　
今
年
は
町
長
・
町
議
会
議
員
の
任
期
満
了
（
ハ
月
十
日
）

に
よ
る
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
い
つ
の
ど
の
選
挙
で
も
一
一
一
一
口
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
「
明

る
く
正
し
い
選
挙
を
し
ま
し
よ
う
／
＝
…
…
「
わ
か
っ
て
は
い
る

が
、
し
く
み
が
ち
ょ
っ
と
ね
…
…
？
」
と
思
っ
て
い
る
方
が

意
外
と
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
今
月
か
ら

四
回
に
わ
た
っ
て
有
権
者
に
公
職
選
挙
法
の
中
で
特
に
注
意

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
事
項
等
を
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

OOO但鴬

》

O
、配●

。圏學◎＆A

＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　
Q
1
答
礼
の
た
め
、
印
刷
し
た

暑
中
見
舞
状
に
政
治
家
（
候
補
者
、

候
補
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
及
び
現

に
公
職
に
あ
る
者
）
が
署
名
し
た
も

の
を
選
挙
区
内
の
人
に
出
す
こ
と
は

で
き
ま
す
か
？

④
自
筆
に
よ
る
も
の
と
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
で
き
ま
せ
ん
。

購
Q
2
は
が
き
譲
会
報
告
を
す

　
　
　
る
際
、
時
候
の
あ
い
さ
つ
（
例
・
暑

　　　　　　ロ塘8ごり⑤

中
御
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
）
を
書
く

こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
④
は
が
き
の
内
容
が
、
議
会
報

告
に
時
候
の
あ
い
さ
つ
を
付
け
加
え

た
程
度
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
禁
止
さ

れ
る
時
候
の
あ
い
さ
つ
状
に
は
あ
た

ら
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
Q
3
政
治
家
が
、
政
策
広
告
を

新
聞
に
自
費
で
掲
載
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
ま
す
か
？

　
④
）
政
策
広
告
は
、
　
一
般
的
に
は

あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
広
告
に
は

あ
た
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
Q
4
後
援
会
が
選
挙
区
内
の
者

の
家
の
新
築
祝
い
を
出
す
こ
と
は
で

き
ま
す
か
？

④
新
築
祝
い
は
、
祝
儀
に
あ
た

り
ま
す
の
で
、
罰
則
を
も
っ
て
禁
止

さ
れ
ま
す
．
．

表
紙
へ
牧
水
O
一
た
、
の
解
説

　
こ
の
歌
は
、
牧
水
の
青
年
時
代
の

作
で
第
一
歌
集
「
海
の
声
」
に
収
め

て
あ
り
ま
す
。
こ
の
頃
の
歌
に
は
青

春
の
哀
歓
を
詠
ん
だ
歌
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
．

　
う
ら
ら
か
な
春
の
空
を
眺
め
て
い

る
と
、
自
い
雲
が
ぽ
っ
か
り
浮
ん
で

東
か
ら
西
へ
。
ふ
と
西
の
空
を
見
る

と
、
別
な
雲
が
西
か
ら
東
へ
。

　
渡
　
邊
　
邦
　
彦

　
こ
の
二
つ
の
雲
は
、
ど
こ
で
ど

ん
な
ふ
う
に
会
え
る
の
か
な
と
、

少
し
期
待
の
心
も
あ
っ
て
じ
っ
と
見

守
っ
て
い
る
と
、
ま
た
遠
く
分
れ
て

消
え
て
行
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う

な
情
景
は
み
な
さ
ん
も
経
験
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
．
．
春
は
学

校
の
卒
業
式
あ
る
い
は
職
場
の
人
事

異
動
、
転
勤
と
別
離
の
季
節
で
も
あ

り
ま
す
。
牧
水
の
こ
の
歌
は
ロ
マ
ン

が
た
だ
よ
っ
て
お
り
、
私
達
の
胸
に

淡
い
感
傷
に
も
似
た
も
の
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、「　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、「　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、“　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、r　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　戸　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　、「　　　’　　　　　　　一　　　　　、r　　　戸　　　　　’　　　一　　一　’
ρ

駐
車
中
の
車
に
も
過
失
が
あ
る
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
駐
車
は
適
切
な
場
所
に
1
1

　
違
法
駐
車
と
交
通
事
故
（
判
例
）

こ
れ
ま
で
駐
車
車
両
に
追
突
し
た
事

故
の
場
合
基
本
的
に
追
突
側
の
過
失

で
あ
り
、
駐
車
車
両
の
運
転
者
や
所

有
者
に
つ
い
て
損
害
賠
償
責
任
を
認

め
た
判
例
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
平
成
二
年
に
横
浜
地
裁
か

ら
駐
車
車
両
側
の
責
任
を
認
め
る
判

決
が
で
ま
し
た
．
、

（
事
例
）

　
被
害
者
A
は
自
動
二
輪
車
を
運
転

し
午
後
九
時
第
二
京
浜
国
道
を
進
行

し
て
き
た
と
こ
ろ
、
進
路
前
方
の
道

路
左
端
に
駐
車
し
て
い
た
B
会
社
の

大
型
ク
レ
ー
ン
車
の
後
部
に
追
突
し

内
臓
破
裂
で
死
亡
し
た
。
こ
の
事
件

で
、
被
害
者
の
両
親
が
駐
車
運
転
車

C
と
B
会
社
を
相
手
に
損
害
賠
償
を

請
求
し
た
。

（
判
決
概
要
）

　
確
か
に
事
故
は
A
の
前
方
不
注
意

の
過
失
で
発
生
し
た
こ
と
は
、
は
っ

き
り
し
て
い
る
。
し
か
し
、
制
限
速

度
が
一
般
国
道
よ
り
高
速
で
あ
り
、

駐
車
禁
止
の
規
制
が
な
さ
れ
て
い
る

本
件
事
故
現
場
道
路
に
夜
間
大
型
車

を
駐
車
す
る
と
追
突
す
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
駐
車
す

る
に
し
て
も
駐
車
灯
や
三
角
反
射
板

に
よ
り
後
続
車
に
駐
車
の
存
在
を
警

告
す
る
措
置
を
講
ず
べ
き
義
務
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
怠
り

大
型
ク
レ
ー
ン
車
を
駐
車
し
た
過
失

に
よ
り
本
件
事
故
を
発
生
さ
せ
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
民
法
七
〇
九
条
に

基
づ
き
損
害
賠
償
責
任
が
あ
る
と
し
、

C
運
転
車
の
過
失
責
任
が
認
め
ら
れ

た
。
又
B
会
杜
の
運
行
供
用
責
任
は
、

自
動
車
が
道
路
上
に
駐
車
し
て
い
る

場
合
で
も
自
賠
法
三
条
に
い
う
「
運

行
」
状
態
に
あ
る
も
の
と
解
さ
れ
損

害
賠
償
責
任
は
免
れ
な
い
と
さ
れ
た
。

こ
の
場
合
一
方
被
害
者
A
は
前
方
注

視
を
怠
っ
た
重
大
な
過
失
が
あ
る
。

と
し
て
六
〇
％
の
過
失
相
殺
が
な
さ

れ
た
。

　
交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
　
　
　
く
二
月
末
累
計
へ
　
）
内
は
当
月
分
）

　椎！諸
ｾ構瞬

北
郷
村

西
郷
村

南
郷
村

東
郷
町

門
川
町

日
向
市

　1R50…3　2
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柏l
，言品、：、8、 0：31
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0
0
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ﾊ1山
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錘

⑳．

461　1　2

@㊨l／o）

31114

艨i0）i〔0）

19

ｳ

68

P9）

363

S

傷
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国
＝
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七
八
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人

死
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県
内
　
　
　
↓
三
二
人
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明」8朔灘まち0～アルバム．濫

＜ふれあい通信の
　インタビューにも応じ

　てくれました

灘霧呼応2

曾

／寿錦で半笹藪を生きるノ

　　金婚式2月16日火1

　今年で2回目を迎えた、東郷町合同金婚式が町総

合文化センターで行なわれました。

　今年度は9組の夫婦がめでたく金婚を迎えられ、そ

れぞれ50年間の夫婦生活で苦しかったこと、楽しか

ったことを語り合っていました。

　これからも二人仲よく元気にお過ごしくださいね。

　　罵剛量目四

丁◎　　　＿
　　　φ．　拶　“

　　　　　　　マメごミ

懇護蓼輔
　　　　　灘欝
・　　　　　　“護i§

手つく_ぽう都。本を罷

聾」　　一鈴峰園一
　町立養護老人ホーム鈴峰園では、町内の小中学校

に竹ぼうきを贈ろうと、入所している元気なおじい

ちゃん、おばあちゃんで竹ぼうき作りを行ないまし

た。出来上がった竹ぼうきは、代表者から町内の各

小中学校にとどけられ、受けとった児童・生徒は「校

内の美化に役立てます。ありがとうございました」

とたいへん感謝していました。

豆．豆夏一雪．一夏三至三夏一豆三．三亘重言三一豆一重．茎夏茎一三三防雪三．三重亙至晋冨三7五＿主＿　言葦一豆璽至＝垂三茎7豆

　　一　

　
忌ヨ善一一

「

ク
「

’

〆

仰
酵

き　
セ

礎．
ズ
r

醸
　
巾

「　イ

薪

．〃

「
へ

●

一慧皆．．吾三．互一顎＝亙．三誕三豆夏夏一夏三至三要三．．三」

牧水ふれ臨交歓会

　　　暫。耀卿セ加牧水93
2月27日土1～28日1日

　山村都市交流推進活動事業として、町内に住む

独身男性と、都市部に住む独身女性がふれあデ牧

水ふれ愛交歓会．噂が牧水公園で行なわれました。

　町内から25名の男性と、日向・門川を中心に25名

の女性が集まり、ゲームや陶芸教室、パターゴルフ

などをして交流を深めました。
もしかしたら轡なカ・プルが誕生したのでは…；

　　　　　　　　　　　　▼　　髪豆一一一…一一…－一　
お

　　　　お別れ遠足

鯉東郷幼稚園・坪谷幼稚園・坪谷保育園では牧水公

園でお別れ遠足が行なわれました．

　お昼前でおなかがすいていたらしく

まくこっちを向いてくれません．

　ようやく射止めた一コマでしたが…

、なかなかう

●　・　，　〔

一
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　　　　　じ朔8ご’り⑦

　　　　　バのへ

　　　東郷町1
浜
田
恵
美
子

　
　
（
旧
姓
黒
木
）

＿わ瀞
瀞麟熱
　　　・　越

「

1

，1

　　　‘

さ
ん
（
4
3
歳
）

　
現
在
門
川
町
に
お
住
ま
い
で
、
朱

算
塾
教
師
を
す
る
傍
、
坪
谷
出
身
の

歌
手
水
沢
明
美
の
”
励
ま
す
会
”
事

務
局
と
し
て
又
、
農
協
婦
人
部
員
と

し
て
仲
間
に
土
地
を
提
供
し
、
無
人

販
売
所
づ
く
り
や
共
同
菜
園
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

巨

　
蟻
f
甑

寧
炉
藩
蟹
　
》

誘
、
饗
牽
妻
響

垂

欄臥眉「㍉

し
、

o
出
身
地

　
　
羽
坂

。
生
年
月
日

　
　
昭
和
二
十
四
年
十
「
月
二
十
三
日

。
現
在
の
住
所

　
門
川
町
庵
川

。
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
黒
木
英
遠
さ
ん

★
み
3
さ
と
6
思
い
出
膠
な
し
★

　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
の
宝
羽
坂
の
お
だ
い
っ
さ
ん

　
桜
が
終
わ
り
淀
川
つ
つ
じ
が
満
開

に
な
る
と
、
今
で
も
必
ず
思
い
出
す

懐
か
し
い
場
所
が
あ
り
ま
す
。
御
大

師
様
の
点
在
す
る
羽
坂
八
十
八
ヶ
所

で
す
。
祭
礼
の
日
、
本
堂
で
の
賑
や

か
な
行
事
が
昼
頃
終
わ
る
と
、
人
々

は
家
路
を
急
い
で
い
ま
し
た
が
我
家

で
は
、
こ
の
八
十
八
ヶ
所
で
御
弁
当

を
食
べ
る
習
慣
が
あ
り
ま
し
た
。
い

つ
に
な
く
寛
い
で
楽
し
気
な
両
親
の

傍
ら
で
幼
い
姉
妹
は
お
だ
い
っ
様
探

訪
で
す
。
こ
っ
ち
の
つ
つ
じ
の
陰
に

紐
罫
欄
　
　
擁

あ
っ
ち
の
松
の
根

方
の
お
だ
い
っ
さ

ん
は
何
や
ら
思
案

顔
、
首
の
無
い
も

の
、
手
の
欠
け
た
検

も
の
、
あ
る
い
は

家
つ
き
も
あ
れ
ば

　　　　　　　　響　
・　一　．　，　

　　　　　　「　層　　，　層　　「　響　「　　　　　F　．　一　・　一　　　　r　響r　響　r　窟「　　　「　一　　「　響　　ρ　一　「　一「一　・一
響　　「　一　　「　一「　o　「

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

野
ざ
ら
し
も
あ
る
。
春
欄
漫
の
一
日
、

幼
い
私
達
は
時
の
た
つ
の
を
忘
れ
て

お
だ
い
っ
様
と
た
わ
む
れ
て
い
ま
し

た
。
今
年
2
月
ふ
と
思
い
た
っ
て
冬

枯
れ
の
野
に
懐
し
い
そ
の
場
所
を
訪

ね
て
み
ま
し
た
。
昔
、
原
野
だ
っ
た

所
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
で
酒
落
た
高

原
風
に
様
変
わ
り
、
も
う
あ
の
場
所

は
な
く
な
っ
た
の
で
は
と
不
安
で
し

た
が
野
の
隅
に
昔
の
ま
ま
残
さ
れ
て

お
り
、
失
く
し
た
宝
を
見
つ
け
た
よ

う
な
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
東
郷
面
に
思
う
こ
と

　
　
　
　
若
者
の
や
る
気
で
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を
…

　
「
出
身
は
東
郷
で
す
」
と
言
う
と
、

よ
く
言
わ
れ
る
の
が
「
文
教
の
町
で

す
ね
」
と
い
う
言
葉
で
す
．
、
即
座
に

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
答

え
て
い
ま
す
。
先
人
達
が
作
り
あ
げ

た
こ
の
イ
メ
ー
ジ
、
大
切
に
し
て
い

「
‘
ゾ
ゲ
ノ
　
ド
・
・
，
’

β
、
η
－
鰺
圃
シ
「
蔚
r
蹉

き
た
い
で
す
ね
。
昨
年
機
会
が
あ
っ

て
福
瀬
青
年
団
の
芝
居
を
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
若
者
達
の
熱
演

に
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

私
の
故
郷
に
は
こ
ん
な
若
者
が
い
る

と
誇
ら
し
い
気
持
ち
で
し
た
。
若
い

畢囎『顯甥㍊澱灘

▲羽坂八十八ヶ所の
　御大師様

人
達
に
や
る
気
が
あ
れ
ば
町
は
否
で

も
活
気
づ
き
ま
す
。
こ
う
い
う
若
い

人
達
の
活
動
を
町
行
政
は
ど
ん
ど
ん

応
援
し
て
欲
し
い
し
町
内
外
に
も
ア

ピ
ー
ル
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
や
が
て
は
、
行
っ
て
み
た
い

町
東
郷
か
ら
住
ん
で
み
た
い
町
東
郷

へ
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　　一　　・　一　　「　一　　・　・　一　．　響　ρ　響　

ソ
マ
リ
ア
の
悲
話
を
伝
う
る
テ
レ
ビ

　
消
し
ぶ
り
む
け
ば
庭
に
紅
梅
匂
う

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

寒
空
の
何
に
居
直
る
こ
の
羽
虫
繋
げ

　
る
牛
の
瞼
刺
し
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
子

七
十
を
過
ぎ
て
始
め
て
誕
生
の
祝
を

　
受
け
て
子
に
礼
を
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
　
滉

一
夜
さ
を
降
り
し
小
雪
に
花
の
散
る

　
山
茶
花
惜
し
み
諸
手
に
拾
う

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

ふ
れ
あ
い
は
逢
え
ば
楽
し
み
味
わ
え

　
ど
別
る
る
時
の
寂
し
さ
つ
の
る

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
キ
ミ
エ

南
郷
村
百
済
の
森
は
霧
深
く
古
の
英

　
　
ル
ご
　
　
　
イ
　
レ
　
ね
ビ
ロ
　

　
雄
狭
手
彦
偲
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
国
作

鉢
植
え
の
枯
る
る
を
惜
し
み
て
植
え

　
替
ふ
る
木
陰
か
す
か
に
沈
丁
花
匂
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
　
延
世

死
期
知
ら
ず
偽
る
言
葉
も
気
づ
か
ず

　
に
待
ち
み
し
友
を
見
舞
い
し
日
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市

街
灯
の
光
も
不
気
味
に
凍
て
る
道
新

　
聞
少
年
の
バ
イ
ク
が
走
る

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

退
院
を
明
日
に
控
え
し
昼
下
が
り
山

　
は
霞
て
穏
や
か
な
り
き

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
　
鶴
男

あ
な
た
で
も
風
邪
引
き
ま
す
か
と
看

　
護
婦
に
言
は
れ
診
療
受
け
ず
に
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
　
録
司

う
ら
う
ら
と
照
れ
る
朝
日
に
耀
い
て

　
庭
の
白
梅
に
小
鳥
飛
び
交
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
　
茂
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせ〈ださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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ひ、℃　　
　
＼

～
慢
～
，
父

ノミづ＼

レ
題
「
た
か
よ
し
く
ん
の
か
お
」

父：黒田清一さん

母：　　美恵子さん

。大きくなったら何
　になりたいですか？

　ケーキ屋さん

O一年生になったら

　何をしたいですか？

　いっぱい勉強が

　　　　したい．

鰻ゾ
催し／

福瀬の田中隆彦くん（6歳）

父：田中敏幸さん

母：　愛弓さん
。大きくなったら

　何になりたいで

　すか？

　消防士

O一年生になった

　ら何をしたいで

　すか？

　ドッチボール

響

＜
題
「
な
お
ち
ゃ
ん
の
か
お
」

　　

@　

@
＼
㌧
、
し
ソ

野
・
・
、
峰
＼

　
　
　
／
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
こ
’
、
　
　
3

歯滋
も
＼

・聡蛤

3急廊

　簾・瀞r篶

老
人
医
療
の
一
部
負
担
金
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

り一■r
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蓉
、
ち
②
企
業

～
平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら
～

　
外
来
で
診
療
を
受
け
る
場
合
に
は

一
つ
の
病
院
や
診
療
所
な
ど
で
一
ヶ

月
に
一
、
C
O
C
円
（
平
成
五
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
は
兀
○
○
円
）
の
】

部
負
担
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま

す
，
ま
た
、
入
院
に
つ
い
て
は
平
成

五
年
四
月
一
日
か
ら
入
院
期
間
中
に

一
日
七
〇
C
円
（
平
成
五
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
は
六
〇
〇
円
）
の
一
部

負
担
金
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら

は
、
消
費
者
物
価
指
数
に
見
合
わ
せ

て
改
正
さ
れ
ま
す
。

有
限
会
社

宮
協
開
発
株
式
会
社

東
郷
町
大
字
山
陰
丙
コ
ニ
，
1
工
九
⊥

a
⑲
1
3
1
5
8

代
表
取
締
役
　
那
須
茂
樹

。
設
立
年
月
日
は
？
・

　
昭
和
五
十
七
年
八
月
に
東
郷
測

　
量
設
計
を
設
立
、
昭
和
六
十
一
年

　
に
諸
塚
測
量
と
合
併
し
現
社
名
と

　
な
り
ま
し
た
。

o
現
在
の
従
業
員
数
は
？
・

　
男
九
三
・
女
三
名
の
計
一
二
名

　
で
す
。

　
老
入
保
健
法
に
よ
り
6
5
歳
以
上
7
0

歳
未
満
の
障
害
認
定
者
及
び
7
0
歳
以

上
の
方
は
、
老
人
医
療
が
受
け
ら
れ

ま
す
が
、
医
療
費
の
自
己
負
担
分
で

あ
る
一
部
負
担
金
が
四
月
一
日
か
ら

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
、
、

u
O
会
社
の
仕
事
の
内
容
は
？
・

　
　
測
量
一
般
・
土
木
設
計
・
補
償

㎝
　
コ
ン
サ
ル
等
で
、
全
業
務
に
つ
い

一
　
て
計
算
図
化
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
自

　
　
動
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
O
会
社
の
モ
ッ
ト
ー
は
？

日
　
　
「
魅
力
あ
る
会
社
を
創
り
、
仕

　
　
事
を
通
じ
て
白
ら
の
幸
せ
を
求
め

旧
　
よ
う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
社

［
　
業
の
発
展
に
努
め
、
地
域
社
会
に

…
　
貢
献
す
る
と
と
も
に
金
貝
一
人
ひ

⑲

，　　．　　「

　
と
り
の
生
活
福
祉
の
向
上
を
目
ざ
h

　
し
社
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
日

い
ま
す
・
　
　
　
　
　
…

o
そ
の
他
何
か
特
徴
あ
る
活
動
は
あ
n

り
ま
す
か
？
　
　
　
　
　
　

　
国
際
化
社
会
が
進
む
中
で
、
社
　

　
貝
人
材
育
成
を
目
的
に
昨
年
は
杜
中

　
員
海
外
研
修
旅
行
に
行
き
ま
し
た
．
∴

　
ま
た
今
で
は
ゴ
ル
フ
を
す
る
社
員
、

　
が
増
え
ま
し
た
の
で
杜
員
ゴ
ル
フ
一

　
コ
ン
ペ
も
や
っ
て
い
ま
す
．
．
外
に
　

　
も
色
々
企
画
し
て
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
，

　
ヨ
ン
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
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輝
気
欝
圃

⑳
破
傷
風
に
つ
い
て

東
郷
町
立
病
院

　
外
科
山
田
強

’

　
破
傷
風
は
破
傷
風
菌
が
産
生
す
る

毒
素
に
よ
っ
て
生
じ
る
痙
攣
を
主
症

状
と
す
る
病
気
で
、
伝
染
病
の
一
つ

で
す
。
子
供
の
頃
に
行
う
三
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
等
で
免
疫
を
つ
け
て
お
け

ば
、
発
病
し
な
い
か
、
し
て
も
軽
度

で
す
む
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
日

本
で
は
、
年
間
約
千
人
程
度
の
発
症

と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
ワ
ク
チ

ン
接
種
率
の
向
上
で
、
発
病
す
る
の

は
免
疫
力
の
低
下
し
た
青
年
以
上
に

多
い
よ
う
で
す
。
典
型
的
な
場
合
、

傷
を
負
っ
て
】
、
二
週
間
後
よ
り
全

身
の
違
和
感
や
肩
凝
り
、
首
の
痛
み

が
出
現
し
、
徐
々
に
口
を
開
く
こ
と

が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
（
開
口
障

害
と
い
い
ま
す
）
．
、
こ
の
よ
う
な
状
態

が
ひ
ど
く
な
る
と
全
身
痙
攣
へ
と
進

行
し
ま
す
（
背
筋
痙
攣
に
よ
る
後
弓

反
張
な
ど
）
。
お
お
む
ね
良
好
な
経
過

を
と
る
の
で
す
が
、
最
悪
の
場
合
、

心
停
止
や
呼
吸
困
難
と
な
り
死
亡
す

る
こ
と
さ
え
あ
る
の
で
、
傷
を
負
っ

た
時
は
、
き
れ
い
に
洗
浄
し
、
ひ
ど

く
汚
れ
て
い
る
場
合
は
、
破
傷
風
ト

キ
ソ
イ
ド
等
の
注
射
も
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
破
傷
風
菌
は
、
土
中
、
動
物
は
も

ち
ろ
ん
外
傷
を
負
っ
た
時
の
処
置
に

も
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で

不
安
が
あ
る
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
る
と
よ
い
か
と
思
い
ま
す
．
、

．
セ
’
ノ
縮

1

（

1．塑とうぐう⑨

歯科医師だより⑩

　
歯
や
骨
に
カ
ル
シ
ウ
ム

が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
誰

し
も
ご
存
知
か
と
思
い
ま

す
。
骨
の
場
合
に
は
盛
ん

に
活
発
な
代
謝
を
お
こ
な

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
歯

の
場
合
に
は
い
っ
た
ん
出

来
上
が
っ
て
し
ま
い
ま
す

と
抜
け
る
ま
で
そ
の
ま
ま

で
変
化
し
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
、
歯
は
「
度
出
来
上
が

っ
て
し
ま
い
ま
す
と
抜
け

る
ま
で
そ
の
ま
ま
で
変
化

し
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
歯

は
一
度
出
来
上
が
る
と
全

身
の
代
謝
か
ら
き
り
は
な

さ
れ
ま
す
．
、
も
ち
ろ
ん
、
死
ん
で
し

ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．
、

歯
の
中
心
部
の
歯
髄
に
は
血
管
も
神

経
も
あ
り
ま
す
し
、
歯
を
ほ
と
ん
ど

作
っ
て
い
る
象
牙
質
の
細
胞
は
生
き

て
活
動
を
し
て
い
ま
す
．
．
し
か
し
、

一
番
外
側
の
も
っ
と
も
固
い
エ
ナ
メ

ル
質
の
細
胞
は
リ
ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

を
主
成
分
と
す
る
石
灰
質
で
す
っ
か

り
う
め
ら
れ
て
し
ま
い
変
化
し
な
く

な
っ
て
い
ま
す
．
．

　
よ
く
、
婦
人
の
場
合
、
出
産
し
て

授
乳
し
た
後
歯
が
ガ
タ
ガ
タ
に
な
っ

た
と
い
う
よ
う
な
話
を
聞
き
ま
す
が

そ
れ
は
誤
り
で
す
。
歯
そ
の
も
の
は

悪
く
は
な
り
ま
せ
ん
。
出
産
・
授
乳

で
悪
く
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ

は
前
か
ら
悪
か
っ
た
の
で
す
。
あ
る

い
は
ま
た
、
育
児
に
か
ま
け
て
、

自
分
の
歯
の
手
入
れ
を
怠
っ
た
か
ら

で
す
．
．
（
一
日
四
回
も
五
回
も
歯
を
磨

い
て
い
る
と
言
う
人
が
い
ま
す
が
磨

い
て
い
る
と
磨
か
れ
て
い
る
と
で
は

意
味
が
ち
が
い
ま
す
、
）
「
ガ
タ
ガ
タ

に
な
っ
た
」
と
い
う
の
は
歯
を
支
え

て
い
る
歯
槽
骨
が
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
不

足
で
も
ろ
く
な
っ
て
き
た
た
め
で
す
。

し
か
し
、
歯
槽
骨
自
体
も
ろ
く
な
る

こ
と
も
歯
の
病
気
と
考
え
る
な
ら
ば

そ
う
い
う
意
味
で
は
カ
ル
シ
ウ
ム
不

足
は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
歯
に
影

響
す
る
と
言
え
ま
す
。

　
歯
の
卵
を
歯
胚
と
い
い
ま
す
が
乳
歯

の
卵
は
受
精
し
て
一
ヶ
月
後
、
永
久
歯

の
卵
は
な
ん
と
三
ヶ
月
か
ら
四
ヶ
月
の

間
に
作
ら
れ
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
胎
盤

を
通
し
て
お
母
さ
ん
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を

利
用
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
妊
娠
の
可

能
性
の
あ
る
方
は
常
日
ご
ろ
栄
養
に
心

が
け
て
丈
夫
な
歯
の
卵
を
作
っ
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
．
、
ど
ん
な
食
物
に
カ
ル
シ

ュ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
い
る
か
と
言
い
ま

す
と
、
煮
干
し
、
桜
え
び
、
牛
乳
、
卵
、
大

豆
な
ど
で
す
。
他
に
、
野
菜
類
や
、

海
草
類
に
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
．

ド［
臼

はり・きゅう

　マッサージ施術料
婦人・胃集団検診の補助！ノ

東郷町国民健康保険では、．平成

年度の新規事業として①はり・

ゆう・マッサージ施術料の補助

婦人・胃集団検診の補助を行な

　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
．
　
　
回
す
額
回

郷
度
う
人
す
り
格
東
半
群
同
1
と
給
1
け
日
求
施
役
用
担
の
課
術
東
し
た
人
人
1
集
1
補

　
　
　
　
　
　
　
　
資
　
　
　
制
　
　
　
　
支
　
　
　
　
請

　
　
　
ゆ
婦
ま
は

　
5
き
②
い
ユ
⑦
　
　
⑦
　
　
　
⑰
　
　
　
㊥

・きゅう・マッサージの補助

郷町国民健康保険の被保険

一被保険者について、1日

回とし、年度内48回を限度

する。

回につき1，000円（施術を受

た日から、1年を経過した

以降は無効）

　　施術を受けようとするときは

　　役場住民課において「施設利

　　用者証」の交付を受け、施術

　　担当者より押印を受けて、そ

　　の利用者証を提示し役場住民

　　課へ請求書を提出する．

㊥施術担当者

　　東郷町・日向市に施術所を有

　　し、東郷町長から指定を受け

　　たもの。

2婦人・胃集団検診の補助

⑦婦人検診

　　1回につき500円

⑦胃集団検診

　　1回につき700円

　を補助します．
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頒
▽
日
時

▽
場
所

徳
祭

4
月
1
日
（
木
）
　
1
1
時
～

田
園
碑
前

戦
没
者
追
悼
式

▽
日
時
　
4
月
3
日
（
土
）
　
1
0
時
～

▽
場
所
　
成
願
寺

入
園
・
入
学
式

▽
4
月
1
日
（
木
）

　
　
山
陰
保
育
園
　
じ

▽
4
月
6
日
（
火
）

　
　
鶴
野
内
保
育
園

羽岡

ﾕ亜

ｭ

　
　
中
学
校
（
美
々
津
中
学
校
含
む
）

　
　
長
押
幼
稚
園

▽
4
月
9
日
目
金
）

　
　
小
学
校
（
田
ノ
原
分
校
含
む
）

▽
4
月
1
2
日
（
月
）

　
　
東
郷
幼
稚
園
・
坪
谷
幼
稚
園

消
費
生
活
相
談

　
身
の
回
り
で
起
っ
た
消
費
生
活
に

つ
い
て
の
ト
ラ
ブ
ル
・
疑
問
等
を
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

o
延
岡
地
方
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
盈
0
9
8
早
⑳
6
9
9
9

o
役
場
企
画
財
政
課
企
画
係

　
　
ま
で
ど
う
ぞ

身
体
障
害
者

　
巡
回
相
談
の
実
施

　
身
体
に
何
ら
か
の
障
害
の
あ
る
方

が
、
身
体
障
害
者
手
帳
や
補
装
旦
ハ
の

判
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
ぎ
る
巡
回

相
談
が
、
平
成
五
年
度
は
次
の
と
お

り
実
施
さ
れ
ま
す
。

巡回相談実施表
2

llllg

9 7 7 5 4 月

10 25i30 9 29 22 13 22 日

宇
1木、木

木 木 木 木 木 曜

延
岡
市

延r �
ｪ
郷
市
村

日
向
市

延
岡
市

諸
塚
村

延
岡
市

日
向
市

遠
目
村

整
形
外
科
の
み

手
帳
実
施

整
形
外
科
2

手
帳
実
施

整
形
外
科
2

隔
i
要

　
判
定
を
受
け
る
に
は
予
約
等
が
必

要
で
す
の
で
、
事
前
に
役
場
福
祉
生

活
課
ま
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。

手
話
講
習
会

　
　
受
講
生
募
集
！

　
東
郷
町
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
平

成
五
年
度
手
話
講
習
会
の
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
．
、

▽
募
集
人
員
　
3
0
人

▽
日
時
　
毎
週
火
曜
日
1
9
時
～
2
1
時

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館

▽
期
間
　
初
級
　
4
月
～
9
月

　
　
　
　
中
級
　
1
0
月
～
3
月

▽
受
講
料
無
料

▽
申
込
み
先
　
役
場
福
祉
生
活
課

▽
締
切
　
4
月
1
0
日

　
ま
た
、
手
話
を
通
し
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
し
て
い
た
だ
く
手
話
サ

ー
ク
ル
の
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

手
話
に
興
味
の
あ
る
方
な
ら
経
験
は

問
い
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
生
活
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
報

　
町
報
「
と
う
こ
う
」
は
今
月
号
か

ら
文
字
の
大
き
さ
も
合
わ
せ
、
サ
イ

ズ
を
大
き
く
し
、
表
紙
の
写
真
も
年

四
回
転
ラ
ー
で
紹
介
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
ま
た
、
表
紙
上
の
「
と
う

こ
う
」
で
す
が
、
こ
れ
は
、
わ
が
ふ

る
さ
と
の
歌
人
若
山
牧
水
の
う
た
の

中
の
文
字
（
自
筆
）
を
引
用
し
た
も

の
で
す
。
町
民
み
ん
な
が
月
に
一
度

と
う
ご
う
大
き
く
な
っ
て
新
登
場
／

は
牧
水
の
文
字
に
親
し
ん
で
い
た
だ

こ
う
と
い
う
願
い
か
ら
の
も
の
で
す
。

　
そ
の
外
に
も
何
箇
所
か
変
わ
っ
た

と
こ
ろ
お
気
付
き
に
な
ら
れ
た
で
し

ょ
う
か
…
…
。

　
町
報
「
と
う
こ
う
」
は
町
民
の
た

め
の
広
報
紙
で
す
。
何
か
お
気
付
き

の
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
係
ま
で
お

気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

心
配
ご
と
相
談

▽
日
時
　
4
月
2
0
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

行
政
相
談

▽
日
時
　
4
月
2
1
旦
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
二
階
会
議
室

　
　
　
－
今
月
の
納
税

熟
議善

急
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
越
表
の
海
野
ト
キ
エ
さ
ん
か
ら

　
（
時
光
さ
ん
・
6
9
歳
ご
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
寺
原
雅
羊
謡
さ
ん
か
ら

　
（
ヒ
デ
さ
ん
・
8
4
歳
ご
逝
去
）

◎
福
耳
の
原
田
ミ
ヤ
子
さ
ん
か
ら

　
（
直
野
岩
治
さ
ん
・
8
1
歳
ご
逝
去
）

◎
戸
畑
の
橋
口
昭
夫
さ
ん
か
ら

　
（
ア
サ
エ
さ
ん
・
9
0
歳
ご
逝
去
）

◎
坪
谷
の
直
野
敏
子
さ
ん
か
ら

　
（
春
美
さ
ん
・
6
6
歳
ご
逝
去
）

◎
坪
谷
の
海
野
良
一
さ
ん
か
ら

　
（
半
市
さ
ん
・
7
0
歳
ご
逝
去
）

◎
仲
深
の
矢
野
竹
雄
さ
ん
か
ら

　
（
フ
ク
さ
ん
・
9
4
歳
ご
逝
去
）

◎
月
表
の
川
崎
守
さ
ん
か
ら

　
（
ミ
キ
エ
さ
ん
・
9
1
歳
ご
逝
去
）

一
般
寄
付

　
鶴
野
内
の
瀬
戸
政
信
さ
ん
と
坪
谷

の
山
崎
甚
太
郎
さ
ん
か
ら
快
気
祝
と

し
て
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
善
意

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一

●

　
　
（
二
月
届
出
分
）

出
生
お
め
φ
、
と
う

池
田
沙
也
加

上
田
美
寿
々

関
口
爽
伽

赤
ち
ゃ
ん
の
名

信
　
幸

成
　
人
治
喜

父
の
名

四
野
内

迫
野
内
住
所

結死

亡1岸歌1氏1婚

お
幸
せ
に

　
　
　
名
　
　
主
　
所

津
　
説
　
雄
　
迫
野
内

本
　
京
　
子
　
　
日
向
市

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

川
崎
ミ
キ
エ

矢
野
フ
　
ク

直
野
春
美

海
野
ア
キ

海
野
半
弓

寺
原
ヒ
デ

直
野
岩
治

橋
ロ
ア
サ
エ

氏
名

91

ﾎ

94

ﾎ

66

ﾎ

79

ﾎ

70

ﾎ

84

ﾎ

81

ﾎ

90

ﾎ
年
齢

越
　
表

仲
　
深
坪
谷

福
瀬

坪
谷

小
野
田
福
瀬

仲
深

住
所
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